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環境と文化コース 
 

１．コース名称と担当教員 

  環境と文化コース（担当教員 島野 智之 先生） 

 

２．実施概要 

日本の経済活動が、タイ（東南アジア）の自然や文化に、どのように直接的な影響を与

えているのかを現地で学ぶ。熱帯雨林は二酸化炭素を吸収するなど地球温暖化を左右する

大きな要因であるとともに、陸上生態系では生物多様性に大きく貢献している。例えば、

ある熱帯雨林の 1 平方キロメートル 10 個に生息する植物種が全北アメリカに生息する植

物種と同じであるといわれている。この熱帯雨林が、インドネシアだけでも年間に東京ド

ーム 17 万個分が消失している。地球上では 1 分間に東京ドーム 10 個分の熱帯雨林が消失

するスピードで、年間東京ドーム 342 万個分が消失している。この原因は、先進国の経済

活動のためである。東南アジアでは、我々がファーストフードやコンビニの食品で大量に

消費するヤシ油の生産のためであり、ブラジルなどの南アメリカでは、肉の生産と大豆、

そして燃料としてのバイオエタノールの生産のためである。 

東南アジアでのヤシ油を生産するアブラヤシ・プランテーションの現場に出かけ、どれ

だけ、生物の少ない森か、あるいは、熱帯雨林の中でどれだけの化学薬品が使われている

のかを理解する。 

また、地球上の生物多様性減少は現在おもに亜熱帯から熱帯にかけて分布しているサン

ゴ礁で激しく起きており、サンゴ礁はすでに全体の 27％が完全に消滅し、今のままでいけ

ば今後 30 年間でさらに 30％が失われる。この背景には、経済活動による熱帯雨林での森

林伐採や、農業その他による土壌流亡によるサンゴ礁の破壊がある。 

わが国における経済活動そのものが、遠い熱帯雨林に影響を与えている側面がある。し

かしながら、このような問題は、現場とそこで起きている実際を見なければなかなか理解

できるものではない。以下のような問題について現場で学び記録し、これらを理解した上

で、現地の社会科学の教員と討議、最終日には各自がプレゼンテーションと討議を行う。 

 

３．派遣地域 

渡航先 タイ国南部クラビ及びトラン 

受入機関 プリンスオブソンクラ大学 

 

４．派遣期間（予定） 

2019年 8月 4日（日）～8月 10日（土） 
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５．現地での日程（予定） 

8/4（日） 東京→クラビ ホテルにチェックイン 

8/5（月） 午前：開講式、講義（マングローブの生態系，地域の景観、生態系、生

活と自然の関係） 

午後：①美麗な熱帯雨林湿地（カヌー散策）の保全と地域資源 

   ②パームヤシ植林地でのフクロウによる生態系のコントロール 

8/6（火） 午前：洞窟（熱帯石灰岩地域の生態系）の保全と地域経済 

午後：トランへの移動 ホテルにチェックイン 

8/7（水） 午前：Chao-Mai 国立公園での海岸と砂丘地域での地域文化と景観のつ

ながり 

午後：Yan-Sue集落のパームヤシ植林地，最初のゴム農園，タイに初め

て鉄道が引かれた頃の南部タイ固有文化（東南アジア島嶼地域

と，大陸地域の商業ハブ都市としての地域）について（旧県知事

官邸） 

8/8（木） 終日：Tung-Kai 植物公園での樹冠生態，キャノピーウオーク 

トラン川でのマングローブ林の成り立ちについて 

夕方：トラン川でのボートによるナイト・トリップ 

タイ（東南アジア）の生態系と文化 

8/9（金） 午前：まとめ・発表 

昼：フェアウェル・ランチ 

夜：クラビ→東京 

8/10（土） 東京着 

 

６．募集人数 

5～10名程度 

※ 4名以下の場合には実施されないこともある。 

 

７．事前学習 

（１）時期 

春学期 90 分×4 回の事前学習（日程は派遣学生と調整） 

（２）内容 

討議、調査、事前調査に基づく発表（パワーポイント形式） 
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８．事後学習 

（１）時期 

秋学期 90 分×2 回（日程は派遣学生と調整） 

（２）内容 

討議、授業およびゼミ形式で論文形式にまとめる。年度の最後に、種々の資料を付

き合わせて、各自の成果を「論文」にまとめ、論文集を作成する。 

 

９．プログラム参加費（概算） 

（１）予定金額 

15万円～20万円程度 

※ この金額に含まれるのは現地経費（講義・移動・宿泊代を含む）、国際・国内航

空券代、海外旅行保険料・その他諸雑費）。食費（宿泊費に含まれているものは

除く）・現地交通費等はこの金額に含まれていない。 

上記の金額に含まれず、必要となる費用について、現地で徴収する場合がある。 

（２）支払期日 

2019年 6月末（派遣決定者に別途通知） 

（３）支払方法 

派遣者決定後、航空券代や海外旅行保険料を含めた金額及び振込先を大学より通知。

指定された口座に振り込むこと。 

 

以 上 


